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　消防大学校では、女性消防吏員の幹部候補生に対して、
キャリア形成を支援し、職域拡大等を目的とした知識及
び能力を修得させることを目的として、「女性活躍推進
コース」の教育訓練を実施しています。
　令和3年度の第6回（令和3年12月16日～ 12月24日）
では全国の消防本部から59名の学生が、入校前のe-ラー
ニングよる個別学習を経て、2日間のリモート講義及び
5日間の全寮制の集合教育を受講しました。
   
　第6回では警防面の更なるスキルアップを図ることを
目的に、指揮訓練の充実を図りました。「指揮訓練Ⅰ」
では指揮隊運用訓練として、火災発生時の指揮隊の活動
についてシミュレーション訓練（図上訓練） を行い、部
隊運用に必要な基本的指揮要領を修得した後に、「指揮
訓練Ⅱ」で建物火災対応時の指揮シミュレーション訓練
を実施することにより、情報共有や部隊連携の重要性な
どを学び、現場を統括する判断力・対応力を養い、
　現場指揮技術及び安全管理能力の向上を図りました。

　「現場指揮と安全管理」では、現場指揮に必要となる
安全管理について、さらには「火災性状」について科学
的に学び、その後の「実火災体験型訓練」で、火災現場
における活動を想定した現場と同様の熱、煙の状況をつ
くり、中性帯やロールオーバー等の実際の火災性状を観
察するとともに、合わせて注水による熱環境の変化や、
脱出時間を確保するための注水技術を学びました。　 

　座学では、最新の消防行政の動向や緊急消防援助隊の
派遣経験のある女性消防吏員からの講義、女性のキャリ
アに関する講義、幹部として必要になる人事管理、実務
管理、予防実務、部下指導のためのペップトークや教育
技法、説得技法等の講義を受講しました。

　本コースで、幹部として必要となる知識及び能力の修
得を行うとともに、 同じ悩みをもった仲問とそれぞれの
課題、今後のキャリアプラン、ライフプランについて語
り合うことで、修了後の活躍の意識がさらに高まったも
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のと考えます。学生からは「今までにはなかった自分の
考えが芽生え、お互いに意欲が高まった」「新しい知識
や気づき、幹部としての心構えを学ぶことができた」

「様々な意見交換ができ、相互啓発の場になった」等の
声がありました。
 
　今後はこれを契機としてさらに学びを深め、全国の仲
間とのネットワークを構築しつつ、各消防本部で実績を
重ねて幹部職員となり、性別関係なく、すべての職員が
活躍できる組織が実現していくことを期待しています。

　消防大学校では、各学科、コースともに定員の５％を
女性消防吏員の優先枠として設定し、女性の入校を推進 集合写真

教育訓練の実施状況
（令和３年11月～令和４年３月実施分）

しています。女性消防吏員の皆様の消防大学校への積極
的な入校をお待ちしています。

　令和3年11月から令和4年3月実施分の教育訓練及び卒業（修了）生は、次のとおりです。

学科・コース 教育訓練期間 卒業（修了）
者数

幹部科 第67期 10月14日（木）〜 12月１日（水） （49日間） 57名

幹部科 第68期 １月６日（木）〜２月24日（木） （50日間） 59名

上級幹部科 第85期 １月11日（火）〜２月27日（木） （17日間） 46名

消防団長科 第80期 11月８日（月）〜 11月12日（金） （５日間） 18名

警防課 第109期 10月20日（水）〜 12月９日（木） （51日間） 48名

予防課 第111期 １月５日（水）〜２月25日（金） （52日間） 29名

火災調査課 第41期 10月21日（木）〜 12月10日（金） （51日間） 30名

新任教官課 第15期 ２月28日（月）〜３月10日（木） （11日間） 67名

現任教官課 第５期 ２月28日（月）〜３月11日（金） （12日間） 30名

高度救助・特別高度救助コース 第11回 ２月28日（月）〜３月11日（金） （12日間） 44名

航空隊長コース 第21回 ２月28日（月）〜３月11日（金） （12日間） 60名

消防活性化推進コース 第10回 １月18日（火）〜１月20日（木） （３日間） 11名

女性活躍推進コース 第６回 12月16日（木）〜 12月24日（金） （９日間） 59名

合計 558名


